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１．目的
　幼児の発達は様々な側面が絡み合って相互に影響
を与え合いながら遂げられていくものである。保育
内容「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の
各領域に示されている「ねらい」は幼稚園生活の全
体を通して幼児が様々な体験を積み重ねる中で相互
に関連をもちながら次第に達成に向かうものであ
り、「内容」は幼児が環境に係って展開する具体的
な活動を通して総合的に指導されなければならない
ものである。幼児教育に携わる教育者には、各領域
のねらいを踏まえて「子どもの育ち（学び）を総合
的にみる力」をもつことが求められている。この中
で、保育内容「環境」は、子どもと身近な環境との
かかわりに関する領域であり、幼稚園教育要領（文
部科学省，2008） 環境 内容（5）において「身近
な動植物に親しみをもって接し、生命の尊さに気付
き、いたわったり、大切にしたりする。」ことが示
されている、また、保育所保育指針 環境 内容 ⑦
において、「身近な動植物に親しみを持ち、いたわっ
たり、大切にしたり、作物を育てたり、味わうなど
して、生命の尊さに気付く。」ことが示されている
とおり、この領域の内容には、「生き物や植物、自
然の事象に関心をもつ」ことが含まれている。
　本研究では、執筆者１が実際の保育実践の中で取
り上げてきた「生き物や植物、自然の事象に関心を
もつ」実践を取り上げ、幼児期の生命教育としての
あり方・位置づけを検討する。保育計画や保育実践
の写真は、園だよりなどで既に公表されたものを示
しつつ、その位置づけを再検討した。
２．園外活動の実践から
　日本には四季があり、季節の変化とともに園内外
の環境も変化する。特に花壇に咲く花や街路樹の様
子などは季節に応じて変化するので、子どもが季節
の変化を直接感じ取れる。従って、安全性の確保・
安全点検を第一に行いつつ、「散歩」などの園外活
動を保育計画に取り入れることが重要になる。
１）「散歩」から
　日常的な保育で行われる「散歩」は、歩いて子ど
もの身体発達を促すだけでなく、自然に触れて様々
な事象に興味・関心を引き起こすための重要な活動
であることを意識する必要がある。指導計画上、保
育のねらい・内容につながることを確認したうえで
指導案を作成すると、「街路樹や咲いている花の変
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化」「草花の名前」「虫や鳥の声」「虫の名前」「花の
咲く木」「実のなる木」「畑の野菜の名前」「畑・田
んぼなどの変化」に子ども達の関心・興味が繋がる
よう、配慮が必要になる。事前に図鑑等で調べてお
くことも大切であり、子ども達の「あれ？」「なん
だろう？」から知的好奇心につながる活動になるよ
う、準備が行われる必要がある。
　幼稚園教育要領（文部科学省，2008） 環境 内容
（9）において、「日常生活の中で簡単な標識や文字
などに関心をもつ。」ことが示されているように、
子ども達が「散歩」で出会った標識が意味やメッセー
ジをもっていることに気付くことも重要である。ま
た、幼稚園教育要領 環境 内容（10）において、「生
活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をも
つ」ことが示されているように、園外の施設の利用
時などに公共心の芽生えを培うことも重要になる。
　図１に示す草花は、身近に「散歩」でよく出会う
草花であり、子ども達がその場で遊びを展開するこ
とができる草花である。「環境」領域のねらいに相
応しい保育実践では、これらの草花との触れあい体
験を子どもが繰り返し持つことが望まれる。
２）「栽培活動」から
　保育実践としての栽培活動の良さは、植物が「季
節に応じて変化していく」ことを体験できること、
「短い期間で一生を観察できる」こと、さらに「自
分で育てたものを食べることができる」こと、収穫
した植物が「遊びや制作の材料となる」こと、なに
よりも「育てる楽しさ・うれしさ」を体験できるこ
とである。
　保育者は、「栽培活動」を指導計画に取り入れ、
日当たり ・風通し ・土 ・水 ・肥料などに配慮しな
がら、自然物を教材に取り入れていく。
　次ページ表１と次々ページ表２は、松江市立K幼
稚園で作成した実際の保育実践「栽培活動」の年間
指導計画である。
　事例の幼稚園は開園当初から身近な自然環境の中
での子どもの育ちを願い、四季折々に実のなる木（ブ
ルーベリー・クリ・柿・ザクロ・ドングリ・シイ）
香りのする木（ボダイジュ・キンモクセイ・ウメ・
クチナシ）四季を感じる木（サクラ・モミジ・アジ
サイ）等を植栽して環境作りをしてきたことがわか
る園庭である。さらに、畑には子ども達と様々な野
図１．身近に出会う遊べる草花
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菜を植え、花壇も観賞用の花壇の他に遊びに使うた
めの花壇も作り、子ども達は花びらをごちそうに飾
り、色の美しさや形の違いを意識しながら遊んだり、
蜜の甘さや香りの違いを感じたりしながら活動を豊
かに膨らませることができた。
　保育者は、園庭が子ども達にとって最も身近な自
然環境であることを意識して「環境構成」を行うこ
とが重要であり、それが子どもの育ちにつながると
言える。
　表１・表２のとおり、子ども達に収穫の喜びを感
じとらせるために年齢に応じた細やかな計画を立
て、肥料や水やり、支柱やマルチ張り、害虫の駆除、
収穫のさせ方、クッキングの参加のさせ方などを工
夫した。
表１．年間栽培計画　４月～９月
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 　表１・表２の指導計画は、年間の見通しをもっ
て活動する上で保育者だけでなく子ども達にも示す
ことで、イメージが持ちやすく身近な環境への新た
な気づきにもつながった。
３．生き物とのかかわり
１）動物や昆虫とのかかわり
　子どもは動物や昆虫が大好きであり、ダンゴムシ
を例にとると、園庭の片隅にいるダンゴムシはどの
園でも子どもの興味の対象である。ダンゴムシを探
して落ち葉をめくったり、石をどけたり、植木鉢の
下を探したりする中から自然に観察眼が養われてい
く。捕まえたダンゴムシは一瞬に体を丸めて動かな
くなり、死んだように見えるが、しばらくたつとま
表２．年間栽培計画　10月～３月
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た歩き出す。このダンゴムシとのかかわりを繰り
返す中で、子ども達はダンゴムシの変化に気づい
ていく。生き物の変化は子どもに驚きを与え、「あ
れ？」 「なぜだろう？」 「ふしぎだな？」という探究
心の芽生えとなっていく。　
　「見る」体験が「発見の喜び」につながり、 変化
への「驚き」が「探究心の芽生え」へと繋がってい
く。「生き物への親しみ」が「 観察力」へとつながり、
生き物の姿への「感動」が絵や言葉に「表現」され
ていく。このように、幼児教育における生き物との
かかわりは、「豊かな感受性」「探究心」を育て、「生
命の大切さ」に子ども達が気づくための重要な体験
となっている。
　幼稚園で育てやすい生き物には、昆虫では、「青
虫（モンシロチョウ）」「カタツムリ」「ダンゴムシ」
「カブトムシ」「コオロギ スズムシ」「バッタ」など
があり、小動物では、「ウサギ」などがある。魚類
では、「メダカ」「金魚」「ドジョウ」「カワエビ」な
どがあり、その他、「イモリ」「ザリガニ」なども子
ども達にとっての大切な「環境」になる。
２）水族館の体験
　松江市立Ｈ幼稚園は目の前が中海に面した豊かな
環境の中にあった。しかし、保育者自身が身近な自
然界や動植物についての知識を持たず体験にも乏し
いことから豊かな自然の中から生まれる子ども達の
多様な気づきや疑問、柔らかな感性でとらえている
姿を見過ごし、より豊かな遊びへと発展させること
が出来ないのではないかと考えた。そこで、子ども
達と一緒に生き物をつかまえたり育てたりするなど
多様な直接体験の中で自然界の仕組みや生き物の生
態などを生きた知恵として教えてくださる方Ｋ氏
（島根県野生生物研究会会員）が隣接する小学校に
おられ、協力を仰ぐことにした。そうすることで、
子ども達の捉えたものを広く受け止め、疑問を解い
たり体験の幅を広げたり、遊びを深めることにつな
がると考えた。
（1） Ｋ氏の協力を基にした援助
　Ｋ氏との連携により、保育の中で「興味や発見
ができるような言葉かけ」「気づきが膨らんでいく
ような言葉かけ」「友だちの気づきを知らせ、共に
不思議に感じたり話し合ったりできるような場の設
定」などの、探究心の育成に繋がる援助が広がった。
また、「生命のサイクルに気づいていけるように、
誕生や死の取り扱いの配慮」を行った。
（2） 環境の工夫
　環境の工夫としては、「繰り返し出かけることに
よって、自然を身近に感じ、喜んで遊べるようにす
る」「生きたものを捕まえやすい場所、時期、用具
や飼育用の水槽の大きさ、数、場所、安全上の配慮
などを幼児期の発達段階を考慮しながら準備する。」
などを行った。
　Ｋ氏や小学生と一緒に活動することで、「自然の
大きさや仕組みを遊びの中で実感したり、驚きや疑
問を体験する中で自分の知恵として身につけたりす
ることが出来るようにする。」といった成果も上がっ
た。また生き物とのかかわりとして、「生き物を見
たり触れたり愛着を持って飼育したりすることで、
興味を持続させ、発展させることが出来る」ことを
目標に工夫を行った。
（3） 活動の経過
月 活動内容 環境の工夫 ◎Kさん
□保育者の援助
５
６
７
川に行こう
「Ｋさん魚が
いないよ！」
本庄川に行こ
う
２年生の生き
物発表会を聞
かせてもらお
う
本庄川に出か
けよう
中海に何がい
るかな
・園外保育の時期
・たもの種類
・場所の選定
・２年生との交流
場所の選定
・授業参加
・小学校の水の生
き物の飼育環境
を見る
・小学校の生き物
クラブとの交流
・場所の選定
・魚礁の設置
◎「もっと上流に
行ってごらん」
◎「足でタモにお
びき出すといい
よ」
◎「ヤゴの仲間だ
よ」
□「今日は何がい
るかな？」
□「みんながつか
まえた生き物と
おなじだね」
□「別々に育てる
と よ く 見 え る
ね」
□「お兄さん、お
姉さん魚釣り上
手だね」
□「中海には何が
いるかな」
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９
10
魚をつかまえ
るぞ！
水槽の準備を
しよう
タツノオトシ
ゴを捕まえよ
う
本庄中海水族
館だね
・仕掛けの工夫
・仕掛ける場所
・餌の種類
・子どもの活動で
きる環境
・魚の種類別に分
類
・飼育観察しやす
い場の設置（廊
下）
・生き物が死なな
い環境の工夫
・場所の選定
・安全上の配慮
・興味をもたせる
工夫
　餌やり当番
　観察
　絵を描く
　造形表現
　劇遊びに取り入
れる
□「魚はどの辺に
いるのかな」
□「 今 度 は ど こ
に 仕 掛 け よ う
か？」
□「みんなで考え
るといい考えが
出るね」
◎「○○は別にし
た方がいいよ」
□「ブクブクさせ
ると死なないん
だって、なぜか
な？」
◎「岸壁の藻をす
くうと掴まって
いるよ」
◎「何を食べるか
な？」
□「どんな顔して
る？」
◎「よく似ている
け ど 違 う 魚 だ
よ、どこが違う
かな？」
11 ゴズつりしよ
う
・釣り竿準備
・場所の選定
・生き物クラブと
の交流
□「 何 で 死 ん
じ ゃ っ た の か
な？」
◎「ゴズは海のど
の辺にいるのか
な」
□「お兄さんの餌
の付け方見てご
らん」
経験豊かなＫ氏の協力を仰ぎ一緒に行った様々な活
動の中で、子ども達は五感を働かせて自然の素晴ら
しさや色々な仕組みに気づいたり、水の汚れが魚の
死につながるといった物事を関連づけて考える力が
育ったりした。
　生き物を飼育するにあたって、つかまえる場所や
時期の選定、水槽や用具の数や大きさの工夫、安全
上の配慮、また、自分達で見たり飼育したり試した
り出来る活動内容の構成など、様々な環境の工夫が
子どもの興味や意欲を膨らませ、遊びの広がりにつ
ながっていった。生き物を飼育する上で「死」の問
題は避けられないが、「かわいそうだったね。」と感
図２．中海水族館での体験後の子ども達の魚の絵
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情に訴える援助だけでなく、自分達の活動に原因が
なかったのかを振りかえったり、Ｋ氏の指導で死ん
だ魚が他の生き物の食べ物になるといった生命のサ
イクルを感じさせる援助をしたりしたところ、それ
を意識した活動に変わっていった。
　これらの経験から、保育者自身が豊かな感性を育
みながら好奇心や探究心を膨らませ、遊びを広げ深
めていくための環境の工夫と援助を行っていくこと
の重要性を学んだ。
４．生き物に向き合う教育
　このような保育実践において、子ども達が生き物
に向き合ったとき、保育者が伝えていきたいことは
何だろうか。子ども達は、生き物に興味・関心をも
ち、その変化に気づき、 探究心・意欲をもって生き
物と関わろうとする。 交流の繰り返しのなかから、
生き物への愛着が生まれ、長い期間の出会いの継続
のなかから、出会い方の一つとして「死にであう」
こともある。大切に交流した生き物の死に出会った
とき、子ども達の「「しんじゃった・・・」という
気づきと感情に、どのようなかかわり方をするかで
その後の思いや動きが大きく違うと思われる。生き
物とのかかわりの最終的な教育の意味が、この死と
の「出会い方」であろう。ここでどのような言葉か
け保育実践での振り返りを行うかが、幼児期の命の
教育の重要な分岐点であると考えている。
　このような生き物との出会い方は、就学前児の認
知の力が、ピアジェとインヘルダー（1969）のいう
「前概念的思考」から「直観的思考」への移行段階
にあるからこそ、アニミズムにより擬人化され、友
人と出会い、友人が亡くなったかのような心からの
交流となりつつ、自然のメカニズムへの理解へと繋
がっていく。命ある動物や植物との心からの交流
は、幼児期ならではの未分化な心情の中で深い記憶
となり、自然界の生命と向き合う人格の基礎を形成
するものと思われる。このような、生き物との交流
を原体験として、小学校学習指導要領（文部科学省，
2009）の「生活科」における、目標の（2）「自分
と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心
をもち，自然のすばらしさに気付き，自然を大切に
したり，自分たちの遊びや生活を工夫したりするこ
とができるようにする」、目標の（3）「身近な人々，
社会及び自然とのかかわりを深めることを通して，
自分のよさや可能性に気付き，意欲と自信をもって
生活することができるようにする。」が達成される
と考えられる。高等教育において生命倫理教育が取
り上げられる時代にあっては、全ての子ども達の幼
児期の、保育内容「環境」領域の指導計画における「生
命に向き合う教育」の体験的な重要性が、検討され
る必要があるのではないだろうか。
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